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１ 鹿角地区 【水土里ネット鹿角支部】Ｈ24年度「特別賞」

農業体験活動、農業水利施設見学

活 動 体 制

実 施 主 体 水土里ネット鹿角支部

後 援 ・ 連 携 鹿角市内小学校、かづの土地改良区、鹿角地域振興局

実 施 期 間 ５月～10月

参 加 者 農業体験（田植え・稲刈り）96名、頭首工施設見学（１校）５名

報 道 関 連 秋田県のＨＰ（美の国あきた）

活 動 実 施 年 数 10年目（Ｈ15年～）

連 絡 先 〒018-5201 鹿角市花輪字荒田4-1 かづの土地改良区 TEL．0186-23-3762

そ の 他

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット鹿角支部（根本由紀子）

○活動の目標及び達成率 目 標 小学校の総合学習等に積極的に参加し、農業体験等を通して農業農村の重要性や水土
里ネットの役割をＰＲする。

達成率 60％

○活動に対する評価 ・前年度に比べ計画的に活動することができず、施設見学の対象小学校が減り、参加者数も
大幅に少なくなってしまい残念。
・すべての運動で関係機関と連携し、協力を得ながら活動することができた。今後も更なる
体制強化を図り活動を推進していきたい。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｂ 改良区広報に、事業内容を掲
載しPRしている（年２回）

①役職員・組合員の参加 Ｂ 役職員一体で取り組んでいる ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ａ
地域毎にパンフレットや施設
マップを作成し小学生へ説明
している

①他組織との連携構築 Ｂ
関係機関である鹿角地域振興
局と連携し協力を得ながら活
動している

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ｃ
小学生を対象とした活動をし
ていますが、最近「学校のパ
ソコンの授業で水土里ネット
（土地改良区）をもっと詳し
く調べたよ！」と嬉しい声が
聞こえてきました。子供達を
通して、家族や地域住民にも
農業に対しての関心が今以上
に高められるよう運動を継続
していきたい

①基本理念の設定 Ｂ 地域環境に合う内容で活動し
ている ③施設管理・地域資源の保全強化 Ｃ

②地域の歴史等の伝承 Ｂ
施設等が造られた経緯や必要
性をパンフレットにまとめP
Rをしている

④運動の地域づくりへの関わり Ｃ

③運動の先駆性 Ｃ 型にはまった活動となってき
ているので、今後検討が必要 ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ｃ

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｃ

①運動の継続性 Ａ 学校側の協力を得ながら継続
していきたい ５．今後の課題等について

・未来の農業を担う子供達が、農業で必要な地域農業施設
や水の大切さについて関心を高める活動にしたい。②運動の発展・拡大 Ａ

当初、支部主催であった「大
根堀」が、現在は支部活動が
きっかけとなり保育園独自の
農業体験・食育の場となり、
活動が発展した

③運動の計画性 Ｂ
鹿角管内全ての小学校を対象
として活動出来るよう更なる
取り組みが必要

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他

� 十和田小学校、八幡平小学校の体験学習で実施している「田植え・稲刈り」に参加。
①田植え体験学習
学習田へ出発する前に、学校内で自作のパンフレットと地域農業施設マップを使って、施設の位置や施設
の重要性、水の大切さを知ってもらうため、説明をしました。その後学習田に行き、田植え作業の説明やコ
ツなどを聞いた後、田植枠で付けた目印に手植えの挑戦をしました。あちらこちらで子供達の歓声が上がり、
楽しそうに体験をしていました。
②稲刈り体験学習

十和田小学校では、コンバインを使って稲刈りを体験しました。恐る恐るハンドルを握り、真剣な表情で
運転している姿が印象的でした。
八幡平小学校の体験学習で田植えしたお米が立派に稔り、10月10日に稲刈りが行われました。慣れない手つ
きで稲刈り鎌を持ち、大変な作業に耐えながらも、最後は「はさ掛」を行い、楽しい秋の１日になりました。

③大収穫祭
11月に収穫感謝祭が行われ、田植えや稲刈りを手伝った保護者や地域の人達に招待状が届きました。今年

は、収穫したお米で「だまっこ」を作りました。各班毎に、だまっこの形を工夫し味付けにも班のこだわり
が見られました。最後に子供達全員から感謝の言葉と歌をプレゼントしてもらい、新米をおいしく味わって
きました。

� 頭首工施設見学
頭首工施設見学は、市内の小学４年生を対象に花輪大堰頭首工の機能や役割、また水がどの様に利用されて
いるかを自作パンフレットを使って説明をしました。担当者の説明に興味津々で、みんな一生懸命メモをとっ
ていました。
今後も学校の総合学習の時間や行事などを活用させてもらい、農業や農村に触れる機会を提供するために地区活
動組織、関係機関と連携しながら、施設の見学会や出前授業等を継続していきたいと考えています。
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活 動 体 制

実 施 主 体 水土里ネット二井田真中（大館市二井田真中土地改良区）

後 援 ・ 連 携 大館市立南中学校

実 施 期 間 ６月～10月

参 加 者 大館市立南中学校 生徒73名

報 道 関 連 北鹿新聞

活 動 実 施 年 数 ８年（Ｈ17年～）

連 絡 先 〒018-5751 大館市二井田字高村56 大館市二井田真中土地改良区 TEL．0186-49-5010

そ の 他 奨励賞（Ｈ22）

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット二井田真中（菅原恵里子）

○活動の目標及び達成率 目 標 農園活動を通じた地域の環境と水土里ネットの役割への理解

達成率 75％

○活動に対する評価 ・「地域・環境」という共通の目的をもって、中学校との連携体制が定着している。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｂ 新聞等に掲載

①役職員・組合員の参加 Ｂ 活動に対する理解の定着 ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ｂ
地域の環境と役割について理
解を深めてもらうため活動を
継続的に行っている

①他組織との連携構築 Ｃ 学校との連携

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ｂ 生徒を通して理解を深めてい
る

①基本理念の設定 Ａ 作る事により地域や環境が守
られていることへの理解 ③施設管理・地域資源の保全強化 Ｃ 生徒の理解を深め将来の保全

につなげたい

②地域の歴史等の伝承 Ｃ － ④運動の地域づくりへの関わり Ａ 継続していくことで関わりを
深めている

③運動の先駆性 Ｃ － ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ａ
活動組織の役員として参加、
活動に必要な資料や地図を作
成して提供

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｃ
活動を通じて地域農業につい
て理解と関心を深めてもらい
将来の担い手につながればよ
いと思う

①運動の継続性 Ａ 今後も継続していきたいと考
えている ５．今後の課題等について

②運動の発展・拡大 Ｄ

③運動の計画性 Ａ 年度当初に学校側と計画を立
案

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他

２ 大館南地区 【水土里ネット二井田真中】

地元中学校の農園活動を支援“キーワードは「地域･環境･守る」”
恒例行事として定着した学校農園活動も、今年で８年目を迎えました。生徒たちにはマルチ掛け作業と、苗植

え体験などの指導を行いながら、水の管理や雑草対策、収穫作業などの農作業体験をしてもらい、管理の重要性

や環境保全に繋がることへの大切さと、自分たちの住んでいる地域や土地改良区の役割などに関心を持ってもら

いました。

今年度は地元よりコーディネーターの方々が参加、協力を得ながら「えだ豆」、「やまのいも」、「さつまいも」

の３種類を植え、１時間ほどで作業は終了しました。

夏には「えだ豆」の収穫体験、秋には収穫した「さつまいも」や「やまのいも」を取り入れたレシピで保護者

を招いて味わう「なべっこ遠足」で締め括り、24年度の農園活動も無事に終了しました。

学校農園活動を行う中学校は少なくなってきているそうですが、今後とも活動の支援を続けながら水土里ネッ

トの役割や環境保全への一層の理解、認識を深めてもらえるよう運動を継続していきたいと思っています。
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３ 立花地区 【水土里ネット大館】

小学生のネギ植え･収穫体験～地域の自然や人々とのかかわり

今年で９年目を迎えた農業体験学習は、大館市立川口小学校３年生26名が参加し、農事組合法人立花ファーム、

立花地区農用地保全活動協議会の協力のもと、立花ファームの農地を利用し、ネギの苗植作業と収穫作業を体験

した。

６月は苗植体験が行われ、始めに小さいネギ苗の手植え作業を体験した後、機械による植付作業の体験も行っ

た。また、10月26日には収穫体験が実施され、自分達で苗を植えたネギの収穫を体験した。６月の小さなネギの

苗植え体験から秋の収穫まで、ネギの成長ぶりに子供達も驚いた様子を見せながら、一人10本のネギを指定の袋

に詰めて収穫の喜びを楽しんでいた。

作業終了後の立花ファームのハウスで開かれた質問コーナーでは、回答者を悩ませるような質問が出され、子

供達の熱心な様子が印象的だった。ネギを食べて風邪をひかない元気な体になってほしいと思う。

活 動 体 制

実 施 主 体 農事組合法人立花ファーム

後 援 ・ 連 携 大館市土地改良区

実 施 期 間 ①６月８日� ②10月26日�

参 加 者 川口小学校３年生26名、教員２名

報 道 関 連 なし

活 動 実 施 年 数 ９年（Ｈ16年～）

連 絡 先 〒017-0056 大館市字沼館道南40-12 大館市土地改良区 TEL．0186-42-0558

そ の 他

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット大館（石田 誠孝）

○活動の目標及び達成率 目 標 地域で活躍している方々から様々な事を学ぶ農業体験学習

達成率 100％

○活動に対する評価 ・学校との連携が深まってきているので今後も継続していきたい。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ C ＰＲの方法を検討していきた
い

①役職員・組合員の参加 Ｂ 水土里ネットの役職員、組合
員が参加している ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 C 水土里ネットとしては行って
いない ①他組織との連携構築 Ａ 川口小学校との連携が構築さ

れている

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ｂ 回数を重ねるごとに理解は得
られていると思う

①基本理念の設定 B 地域と共に歩む方向性を提示 ③施設管理・地域資源の保全強化 B 繋がっている

②地域の歴史等の伝承 C 今後は、地域の歴史も伝えて
いきたい ④運動の地域づくりへの関わり Ｂ 運動の継続で関わりが拡大し

ている

③運動の先駆性 Ａ ネギ（畑作）の体験学習は他
とは違う運動となっている ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ａ 地域資源の保全強化に貢献し

ている

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｂ 地域農業のＰＲ等貢献してい
る

①運動の継続性 Ａ 学校側の協力を得ながら継続
している ５．今後の課題等について

・地域法人の協力があっての活動なので、無理のない運動
を継続していきたい。

②運動の発展・拡大 B 運動内容の発展性は薄いが、体験
した子どもたちは拡大している

③運動の計画性 B 小学校と連携し、計画のもと
行っている

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他



4

４ 綴子地区 【水土里ネット綴子】

地域一体で取り組む農地･水事業
平成24年度より新たに保全組織としてスタートを切りました。過去５ヶ年に続き、故郷綴子の農業や、農業を

取り巻く自然環境を守り、子ども達や孫達に素晴らしい自然に囲まれた綴子を残していけるよう活動を行ってい

ます。

資源の適切な保全管理として、施設の点検診断に始まり、泥上げ、草刈り、農道補修、施設補修と各集落の計

画通り活動を終えることが出来ました。

農村環境保全活動では、春は小学校と連携し昔ながらの手植え農業体験を行い、夏には地域の11集落が一体と

なり稲穂ロード（農免道路）3.3㎞にサルビアを植栽。また、夏休み中に子供会と親の会を対象とした水質生き

物調査を、秋には春に小学生が植えた稲の刈り取り作業として、手刈り体験とはさ掛け体験を行いました。そし

て活動の最後を飾るのは、地域住民交流会です。１年間の活動を振り返るとともに、米づくり体験をした児童に

よる農業体験発表、そして育てたお米をきりたんぽにしての試食、餅つきなどを取り入れ、11集落老若男女問わ

ず地域住民交流の場として開催しました。

また、向上活動では昨年度に続き専門班で施工を行い、降雪前には作業を終えることが出来ました。今後も降

雪前には完工できるよう計画し実施していきたいと思います。

最後に、今後も共同活動・向上活動とも、活動の反省点や問題点を出し合って、よりよい活動が進められるよ

う計画を練り、地域一丸となって活動していきたいです。

そして、より地域住民の理解と協力を得て、今後もたくさんの人が参加してもらえるような活動が行えるよう、

組織と改良区で盛り上げていきたいです。

活 動 体 制

実 施 主 体 北秋田市綴子地区農地・水・環境保全組織

後 援 ・ 連 携 北秋田地域振興局、北秋田市、地域団体、北秋田市立綴子小学校、水土里ネット綴子

実 施 期 間 ６月１日、８月５日、10月３日

参 加 者 1,476名（地元住民、後援連携関係者等）

報 道 関 連 大館新報、秋北新聞、北鹿新聞

活 動 実 施 年 数 ６年目（Ｈ19年～）

連 絡 先 〒018-3301 北秋田市綴子字掛泥道下210 北秋田市綴子土地改良区 TEL．0186-62-1677

そ の 他 さなえ賞（Ｈ20）

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット綴子（藤澤 百恵）

○活動の目標及び達成率 目 標 新体制の浸透・地域一体で取り組む農地･水事業

達成率 90％

○活動に対する評価 ・広報による周知や呼びかけにより目標達成に努めた。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｂ 広報発行・のぼり旗設置が定
着している

①役職員・組合員の参加 Ａ 地域住民と共同で作業を実施
している ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ｂ 学校や関係団体との連携体制
が整っている ①他組織との連携構築 Ａ 学校や地域団体と連携してい

る

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ｂ 継続した活動により深まって
いる

①基本理念の設定 Ｂ 取り組みが定着している ③施設管理・地域資源の保全強化 Ａ 継続した活動が強化につながっ
ている

②地域の歴史等の伝承 Ａ 子ども達に伝統農法の実践体
験をしている ④運動の地域づくりへの関わり Ｂ 徐々に大きくなっている

③運動の先駆性 Ｂ 積極的に検討している ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ａ 組織と連携を取っている

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｃ 継続した活動により少しは貢
献している

①運動の継続性 Ａ 継続中である ５．今後の課題等について
・少子化の影響で子ども達の参加人数が減少しているため、
より多くの子ども達に参加してもらえる啓発普及活動を
行っていきたい。また、関係団体との更なる連携を諮り
たい。

②運動の発展・拡大 Ｂ 広報発行による周知が定着し
ている

③運動の計画性 Ａ 学校や関係団体と連携してい
る

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他
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５ 能代地区 【水土里ネット能代地区】Ｈ24年度「県知事賞」

水土里の実践活動
国営造成施設管理体制整備促進事業の一環として、「水土里の実践活動」を平成24年７月21日、平成24年11月

11日に開催した。

平成24年７月21日の活動は、秋田県立大学の学生が参加し、大野分水工等の基幹的水利施設の施設見学を実施

した。

平成24年11月11日の実践活動は、槐四日市自治会、能代市シルバー人材センター会員が参加し、轟幹線排水路

の草刈り清掃を実施した。

両日とも参加者との意見交換会を行い、地域資源である農業水利施設の持つ多面的機能の重要性を改めて認識

しながら、農業者だけではなく、非農家を含めた地域全体で農業水利施設を守っていかなければならないことに

ついて確認を行なった。

今後とも、地元自治会や秋田県立大学等の非農家を含めた活動を継続していけるよう努めたい。

活 動 体 制

実 施 主 体 能代地区管理体制整備推進協議会（事務局：秋田県能代地区土地改良区）

後 援 ・ 連 携

実 施 期 間 平成24年７月21日、平成24年11月11日

参 加 者

７月21日 秋田県立大学 学生36名、教員１名
能代地区管理体制整備推進協議会１名
秋田県能代地区土地改良区 職員７名 計 45名

11月11日 能代市シルバー人材センター会員20名
槐四日市自治会 ９名
能代地区管理体制整備推進協議会１名
秋田県能代地区土地改良区 職員９名 計 39名

報 道 関 連

活 動 実 施 年 数 ８年目（Ｈ17年～）

連 絡 先 〒016-0014 能代市落合字中大野台100番地23 秋田県能代地区土地改良区 TEL．185-54-3024

そ の 他 県奨励賞（Ｈ20）

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット能代地区（三浦 誠樹）

○活動の目標及び達成率 目 標 農業水利施設の多面的機能発揮のため、地域住民との施設管理協定締結等の新たな管
理体制の枠組みを構築する。

達成率 80％

○活動に対する評価 ・協定締結や推進活動を継続してきたことにより、事業の趣旨や重要性が理解され、これま
での活動が定着段階にある。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｂ 啓発パンフレットを作成しＰ
Ｒ活動を実施している

①役職員・組合員の参加 Ａ 役職員と地域住民が共同で活
動を実施している ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 － 実施していない ①他組織との連携構築 Ｂ 地元自治会及び地域住民団体
と活動を実施している

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ｂ
活動やＰＲを継続してきたこ
とにより理解が深まってきて
いる

①基本理念の設定 Ａ 推進協議会で計画策定を実施
し活動を行っている ③施設管理・地域資源の保全強化 Ｂ 各施設の保全管理の強化につ

ながっている

②地域の歴史等の伝承 － 実施していない ④運動の地域づくりへの関わり － 実施していない

③運動の先駆性 － 実施していない ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 － 農地・水・環境保全向上対策
とは、施設を区分している

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 － 地域農業の振興には関係して
いない

①運動の継続性 Ｂ 活動を定着させるため、毎年
実施している ５．今後の課題等について

・地域住民や地元自治会等との活動を継続し、実践活動の
定着を図る。

②運動の発展・拡大 － 実施していない

③運動の計画性 Ａ 推進協議会で計画を策定し活
動を実施している

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他
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６ 浜田地区 【水土里ネット浜口】

平成24年度水生生物調査
１ 調査目的
当町の基幹産業である農業に関心を高め、併せて農業を支える環境の働きの重要さ、中でも水資源が農業を支える必要要素に水

生生物があること、水資源の働きやそこに棲む生物の種類によって、環境を知る手がかりになる事を気付かせ、環境と農業、環境
と人々の生活、環境と生き物などを広く関連づけて考えることを学習する。
２ 調査方法
①調査ポイント ３か所 蓮沼から出水口の水路（20ｍの範囲） ②魚取り網ですくう。
③観察用バットに移し、種類、数等を記録。（参考資料：国土交通省東北整備局発行の調査用下敷き）
④記録は、採集環境が分かるよう、言葉、図等で記録する。 ⑤各班単位でポイントごと記録する。
⑥すくい取った生き物は、終了後に水路に放す。

３ 用具
魚取り網 バット 記録用紙 筆記用具 ピンセット 温度計

４ 留意事項
・水路だけでなく、周囲の環境全体をとらえさせる。 ・蓮沼の環境が大きく影響していることに気づかせる。
・水路と沼の条件の違いに注意し、観察をする。 ・危険防止に配慮する。

５ 調査結果（児童の記録より）
� 生き物
①甲殻類～エビ、イサジャアミ ②巻貝～マルタニシ ③魚類～メダカ、フナ、タナゴ（タイリクバラタナゴ：外来種）、ドジョ
ウ ④両生類～オタマジャクシ、カエル ⑤昆虫～コオニヤンマ（幼虫：ヤゴ）、アメンボ、タガメ、ゲンゴロウ、ガガンボ
（幼虫）類かナガレトビケラ類かヘビトンボ類か
� 水の状態
・少し臭いがした。水の流れがほとんどなかった。 ・かわ（水路）の状態は泥。 ・少し臭い。

６ 調査全体のまとめ
・生き物の命の源は「みず」であることに気づかせ、水の大切さ、水を確保するための人々（農家）の工夫がされている。
・イサジャアミはそこに棲む生き物を支える重要な食料の源であり、イサジャアミが豊富であることは、そこに棲む生き物も豊
かであることを知る。

・イサジャアミは、地域の特産品、食料であることを知り、環境維持への心掛けや自分たちの役割を自覚し行動化に繋げる。

活 動 体 制

実 施 主 体 三種町浜口地域農地・水・環境保全組織

後 援 ・ 連 携 三種町浜口土地改良区

実 施 期 間 平成24年７月27日

参 加 者 浜口小学校５～６年生 13名

報 道 関 連

活 動 実 施 年 数 ４年目

連 絡 先 〒018-2407 山本郡三種町浜田字福沢13-1 三種町浜口土地改良区 TEL．0185-85-2216

そ の 他

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット浜口（畠山 篤美）

○活動の目標及び達成率 目 標 農業に対する関心を高め、環境の重要さを知ってもらう

達成率 100％

○活動に対する評価 継続予定の初年度の事業だったが、子供たちの参加率もよく概ね予定通り実施できた。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｂ 広報でＰＲを行った

①役職員・組合員の参加 Ｃ 役員はやや向上しているが、組
合員にはあまり浸透していない ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ａ 小学生を対象に取り組んだ ①他組織との連携構築 Ｂ 小学校とも連携を図っている

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ｂ さらに地域住民に理解してもら
えるように努力していきたい

①基本理念の設定 Ａ 環境と農業、人々の生活、生き物
について興味を持ってもらった ③施設管理・地域資源の保全強化 Ａ 土地改良施設への理解が得ら

れた

②地域の歴史等の伝承 Ｂ 昔の話を聞かせ、現在に至って
いる経緯を理解できたと思う ④運動の地域づくりへの関わり Ａ 地域の関わりが深められてお

り、さらに継続したい

③運動の先駆性 Ａ 退職した学校の先生等を講師
に進めた ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ａ 農・地・水の各組織と連携し

ている

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｂ
運動を通じて、将来地域の担
い手農家として頑張ってくれ
る事を期待している

①運動の継続性 Ａ データ集計のため、次年度以
降継続することに意味がある ５．今後の課題等について

・調査時期、調査ポイントの設定に検討を加え、児童生徒の
興味・関心を高めるための工夫と継続された調査になるよ
う配慮し、学校、地域の連携を強化し今後検討したい。

②運動の発展・拡大 Ａ 子供たちを通じてさらに参加
者を増やせそう

③運動の計画性 Ｂ 概ね計画どおり実施すること
ができた

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他
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７ 琴丘地区 【水土里ネット琴丘】

田んぼの水の話
地元の琴丘小学校の児童を対象とした農業施設見学会は今年で連続７回目となりました。

今回、５年生38名と引率教師２名が本土地改良区管理の基幹農業施設を見学しました。５年生では、ちょうど

6月の時期に農業用水について学習するとあって学校側でも実際の現場を体験することは大変有意義であるとの

ことでした。

最初に基幹水源である羽根川ダム湖水館において写真パネルやパンフレットを使い、農業用水の流れと各水利

施設の役割を説明し、土地改良区がどのように関っているかを説明し、その後の質疑応答では児童から活発な質

問があり、それに回答し進めていきました。

施設見学では水の流れに沿って上流のダム、ため池、揚水機場、下流の排水機場の順に廻り、各施設の運転操

作等を実際に体験してもらいました。参加した児童のほとんどは水利施設を間近に見るのは初めてのようで、興

味を持って見学していました。

今後もこの活動を継続し、農業水利施設及び土地改良区の役割を児童及び地域住民に理解してもらえるように

努める考えです。

活 動 体 制

実 施 主 体 水土里ネット琴丘（琴丘土地改良区）

後 援 ・ 連 携 三種町琴丘小学校、三種町教育委員会

実 施 期 間 平成24年６月21日

参 加 者 小学校５年生38名、教師２名、土地改良区（理事長、職員２名、機場管理人１名）

報 道 関 連 特になし

活 動 実 施 年 数 ８年目（Ｈ17年～）

連 絡 先 〒018-2104 山本郡三種町鹿渡字中沢新田34-1琴丘土地改良区 TEL．0185-87-2277

そ の 他

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット琴丘（牧野 一）

○活動の目標及び達成率 目 標 土地改良区及び農業水利施設に対する社会認識の向上

達成率 85％

○活動に対する評価

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ B 写真パネルや関連図書、パン
フレット等を活用した

①役職員・組合員の参加 B 役職員が運動推進に協力して
いる ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 B 土地改良区の役職員が今後も
活動を継続していく ①他組織との連携構築 A 町教育委員会、小学校との連

携が構築されている

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 A 活動を継続することで地域住
民の理解は深まっている

①基本理念の設定 A 土地改良区と農業水利施設の
役割を強調している ③施設管理・地域資源の保全強化 B 児童の段階である程度周知し、

将来に繋げたい

②地域の歴史等の伝承 A 先人の歴史や苦労をできるだ
け伝えるようにしている ④運動の地域づくりへの関わり B 徐々に理解を頂いている

③運動の先駆性 B 特段手本とはならないと思う
ができる範囲で活動する ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 B 施設周辺の草刈りを行い、環

境保全に貢献している。

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 B 農業水利施設を理解すること
は農業振興に繋がる

①運動の継続性 A ６年間継続中である ５．今後の課題等について
・継続することが大事であり、無理のない形で実施してい
きたい。

②運動の発展・拡大 B 児童に伝えることにより地域
に広げたい

③運動の計画性 A 事前の打ち合わせや準備を綿
密に行っている

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他
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８ 仁井田地区 【水土里ネット仁井田堰】Ｈ24年度「東北地方大賞奨励賞」

水土里のみちウォーキングin仁井田walk
「ウォーキングを通じて仁井田、四ツ小屋地区の美しい田園風景や心和む水辺空間など有形、無形の資源や農

業用用水路の役割の大切さや農業水利施設の維持管理の大切さを再発見するとともに、認識を深めてもらう。」

をテーマに平成15年度から開催された大会も秋田県、県ウォーキング協会、県地域振興局、市農林部、教育委員

会、水土里ネット秋田、県秋田花まるっグリーン・ツーリズムなど本当に多くの機関の方々のご協力により第10

回を迎えることができました。

今年の大会はあいにくの雨模様の中、211名が14㎞と６㎞の２コースに分かれ定刻にスタートしましたが、途

中、雨脚が強まり14㎞コースは10㎞に短縮して行われました。また、第10回の記念大会ということで参加者には

記念カレンダーの作成やラジオの生放送が体験できる賞品の他、後援団体の花まるっグリーン・ツーリズムに加

盟の農家民宿宿泊券が特別賞として当たる抽選会が特別企画として行われました。

雨の中での記念大会となってしまいましたが、多くのスタッフの協力により今年も参加者のみなさんに楽しん

でもらうことができたと思います。

今後はこれまでの経験を活かし、新たな21世紀創造運動を検討していきたいと思います。

10年間、ご協力いただいた全ての方々に、感謝申し上げます。

活 動 体 制

実 施 主 体 水土里ネット仁井田堰（仁井田堰土地改良区）

後 援 ・ 連 携
県ウォーキング協会、秋田県、秋田市、市教育委員会
ＪＡ新あきた、秋田中央農業共済組合、水土里ネット秋田支部、水土里ネット秋田、エフエム椿台
秋田花まるっグリーン・ツーリズム推進協議会、秋田県サイクリング協会、秋田市勤労者福祉振興会

実 施 期 間 平成24年６月17日

参 加 者 一般参加者211、スタッフ75人 計286人

報 道 関 連 秋田魁新報、秋田の土地改良、共済組合新聞ほか

活 動 実 施 年 数 10年目（Ｈ15年～）

連 絡 先 〒010-1421 秋田市仁井田本町４丁目5-20 仁井田堰土地改良区 TEL．018-839-2504

そ の 他
秋田県奨励賞（Ｈ16）、東北地方大賞奨励賞（Ｈ16）、秋田県知事賞（Ｈ19）
秋田県地域振興局元気なふるさとづくり賞（Ｈ19）、東北地方大賞奨励賞（Ｈ20）
東北地方大賞奨励賞（Ｈ24）

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット仁井田堰（伊藤 清栄）

○活動の目標及び達成率 目 標 参加者とスタッフへの感謝を込めて

達成率 85％

○活動に対する評価 ・記念大会ということで参加者へのサプライズ企画などで大会を盛り上げることができた。
スタッフにも楽しみながら参加してもらった。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ A
インターネット、新聞広告、
ラジオなど様々な媒体で広報
活動を行っている

①役職員・組合員の参加 A 例年、役職員全員で取り組ん
でいる ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 A 今回も多くの支部職員に参加
してもらうことができた ①他組織との連携構築 A

実行委員会を設置し、運動理
念の確認と横の連携を密にし
ている

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 B 地域の子ども達の間でも、認
知度が上がっている

①基本理念の設定 A 第１回目から変わらぬテーマ
で取り組んでいる ③施設管理・地域資源の保全強化 A

農地・水と連携された保全活
動が地域にも浸透してきてい
る

②地域の歴史等の伝承 A コース内の神社や歴史的施設
を取り込んでいる ④運動の地域づくりへの関わり B

③運動の先駆性 B 参加者の安全安心とリピーター
が増えるよう取り組んでいる ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 A

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 B 地元野菜の販売をすることで
生産者からも喜ばれている

①運動の継続性 A 無理のない範囲で活動してい
る ５．今後の課題等について

・少ない人数と、費用で行える新たな運動を模索する必要
がある。

②運動の発展・拡大 A
より多くの農業団体から支援
してもらうよう働きかけてい
る

③運動の計画性 A
実行委員会を設置し、運動理
念の確認と横の連携を密にし
ている

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他
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９ 飯島左貫地区 【水土里ネット新城川】

出前授業（稲刈り体験）
今年５月に園児達が泥だらけになりながら一生懸命田植えした稲の刈り取りが９月27日�午前10時、晴天の下、

園児、先生、関係者、72名の参加により行われた。

初めに当改良区の安田友一理事長が、春に植えた苗がこのようになるには、水、土、太陽が無ければ育たない、

おいしいお米になるには綺麗な水が大切と話し、水路などにゴミのポイ捨てなどしないように園児達に呼びかけ

た。

次に田んぼを提供していただいた須磨良郎さん（当改良区理事）から、稲の刈り方を教えてもらい年少、年中

はハサミで、年長はカマで稲刈りを行った。

稲刈りのご褒美として、土地改良区のクリアファイルとジュースを園児全員にプレゼントした。

刈り取られた稲は、須磨さんが乾燥・もみすり・精米をし、その後、幼稚園の秋の行事・収穫祭で、園児達が

味噌タンポ、キリタンポを作りみんなでいただいた。

今回は、秋田市農業委員会、秋田市農林部農政課の協力をいただき、活動することができた。

来年も継続して行えるよう、各関係機関と連携を取りながら準備していきたい。

活 動 体 制

実 施 主 体 水土里ネット新城川（新城川土地改良区）

後 援 ・ 連 携 秋田市農業委員会、秋田市農林部農政課

実 施 期 間 平成24年９月27日�

参 加 者 けやき平幼稚園 園児49名、先生13名、行政関係者４名、土地改良区６名、計72名

報 道 関 連 秋田市広報

活 動 実 施 年 数 １年目（Ｈ24年～）

連 絡 先 〒010-0146 秋田市下新城中野字琵琶沼188-15 新城川土地改良区 TEL．018-873-2151

そ の 他

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット新城川（安養寺文隆）

○活動の目標及び達成率 目 標 田植え、稲刈りを通して水の大切さをアピールする。

達成率 70％

○活動に対する評価 ・各関係機関と連携して活動することができた。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｂ
ホームページのみのＰＲだっ
たので、次回は広報なども活
用したいと思う

①役職員・組合員の参加 Ｂ 理事長、地元理事が積極的に
協力している ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ｂ 幼稚園児からの農業体験は、
将来きっと実を結ぶと思う ①他組織との連携構築 Ａ 秋田市農業委員会、秋田市農

林部農政課と連携し行った

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ｂ 園児を通し、父兄の方にも理
解されたと思う

①基本理念の設定 Ｂ 農業体験を通して水の大切さ
を知ってもらった ③施設管理・地域資源の保全強化 Ｂ 少しずつ浸透してると思う

②地域の歴史等の伝承 Ｃ 今回歴史などの話はしなかっ
た ④運動の地域づくりへの関わり Ｂ 少しずつ関わりが進んでいる

と思う

③運動の先駆性 Ｃ 今回はありきたりだと思うの
で、次回は工夫し対応したい ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ｂ 協力できる範囲内で行ってい

る

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｂ 少なからず貢献していると思
う

①運動の継続性 Ｂ 継続的に行いたいと思う ５．今後の課題等について
・ここだけでなく、他の地域でも活動できるよう積極的に
展開していきたい。②運動の発展・拡大 Ｂ

人的広がりのため次回は園児
だけでなく、父兄の方も参加
してもらう

③運動の計画性 Ｂ
今回は急で準備も思う様にい
かなかったので、次回はしっ
かりしたい

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他
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10一ノ目潟地区 【水土里ネット一ノ目潟】

クリーンアップ及びブラックバス駆除
当土地改良区では、21創造運動として、平成14年より第１回目のブラックバス駆除を開始し、10年間で８回行っ
ている。また、現在一ノ目潟は農業用の他に飲料水としても利用されていることから、水質保全のため一ノ目潟
周辺のクリーンアップも同時に実施している。
今回のブラックバスの捕獲量はわずか６尾であった。13㎝から15㎝の一、二歳魚が６尾。すべてオオクチバス
であった。平成22年度の捕獲量も10尾であったことから、さし網を仕掛ける場所をあらかじめ検討して行ったが、
二つ仕掛けた網のうち一つの網の浮きが外れてしまい捕獲することができなかった。
駆除を開始した当初より湖岸から見られる魚影も少なくなっている。今年度は、ここ10年ほどほとんどみられ
なかったエビ類の目撃例が多く寄せられた。エビ類はバスが好んで捕食するので一ノ目潟では絶えてしまったの
ではと危惧されていたので、喜ばしい報告である。
クリーンアップ活動で回収したごみは流木がほとんどで、以前あった空き缶やタバコの吸殻などはとても少な
かった。
ごみの量は年々減少傾向にあり、今年度は10�のゴミ袋５つ分だった。遊漁者も年々減少しているのではない
かと推測される。

活 動 体 制

実 施 主 体 男鹿市北浦一ノ目潟土地改良区

後 援 ・ 連 携 県水産振興センター・男鹿市・男鹿市土地改良区連絡協議会、秋田県土地改良事業団体連合会

実 施 期 間 平成24年８月31日

参 加 者 地元住民、男鹿市、男鹿市土地改良区連絡協議会、関係者 60名

報 道 関 連 特になし

活 動 実 績 ９回目（ブラックバス駆除の実施平成14年、15年、17年、18年、19年、20年、22年、24年）
（16年は台風の通過により中止、クリーンアップのみ実施21年、23年）

連 絡 先 〒010-0683 男鹿市北浦北浦字北浦82-5 男鹿市北浦一ノ目潟土地改良区 TEL．0185-33-4069

そ の 他 県奨励賞（Ｈ23）

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット一ノ目潟（夏井まゆ子）

○活動の目標及び達成率 目 標 湖岸周辺のクリーンアップを土地改良区が主体となり、地元住民とともに行う。

達成率 60％

○活動に対する評価 ・クリーンアップについては充分活動内容を達成していると感じる。今年度は昨年度より地
元住民の参加が多かった。湖岸に立ち入りができる貴重な機会を得たと感謝の声を聞くこ
とができた。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｄ
運動のＰＲに対しては今後、
広報の方法について検討して
いきたい

①役職員・組合員の参加 Ａ 役職員、組合員の積極的な協
力がみられる ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ｄ
毎年地元小学校への参加要請
をしているが、日程が調整で
きず、参加に至っていない

①他組織との連携構築 Ａ

上水道を提供している男鹿市
企業局と綿密に連絡し、計画
を立てて実行している。
男鹿市企業局からも、水質の
保全に対する意見を求め、そ
の実現に対して協力を求めて
いる

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ａ 水質保全の重要性を伝えるこ
とができていると感じる

①基本理念の設定 Ａ 水質保全への取り組みとして、
基本姿勢は確固としている ③施設管理・地域資源の保全強化 Ａ

この運動が水質保全とため池
の維持管理を強化する運動で
あると感じる

②地域の歴史等の伝承 Ａ
この運動そのものがため池維
持管理に努力した先人の遺志
を継ぐものであると考えてい
る

④運動の地域づくりへの関わり Ａ
例年継続して行うことで地域
の協力が不可欠となっている
ことから、関わりが大きくなっ
てきていると感じる

③運動の先駆性 Ｅ 他への手本となるような独自
の運動ではない ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ｅ

農地・水・環境保全向上対策
は当土地改良区の関係地域で
は行われていない

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｃ

水質保全に努めることが地域
農業の進行に直接的に働きか
けることではないが、農業経
営をする上でより良い水質で
稲作をすることが将来的に作
物の品質向上に繋がればよい
と思う

①運動の継続性 Ａ
今年度で10回目の開催であり、
今後も継続して行いたいと考
えている

５．今後の課題等について
・継続して運動を行ったことで、水質保全への取り組みが、
地域の理解を得つつある。今後も継続して行うことで水
質保全に努力をしていきたい。

②運動の発展・拡大 Ｂ
水質保全のために必要な運動
を毎年見直し、その年の一ノ
目潟の状況に応じて活動内容
を広げている

③運動の計画性 Ａ
事前に取り組みについての打
ち合わせを入念に行い、無駄
のない活動計画を立てて取り
組んでいる

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他
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11飯田川地区 【水土里ネット飯田川】

学習田農業体験活動
飯田川小学校が実施する総合的な学習における学校農園活動の、５年生による「ふれあいマイ田んぼ」と銘打っ

た学習田への農作業体験に参加しました。

〔田植え体験〕作業の説明を受け裸足で田んぼに入り、型枠で付けた目印に沿って苗を手植えしました。田植え

機の乗車体験も行いました。

〔稲刈り体験〕黄金色に稔った稲を、鎌を使って手刈りして束ねました。コンバインの乗車体験後、昔の農器具

を使っての脱穀・もみ摺りなどを体験しました。

〔収穫感謝祭〕残念ながら参加出来ませんでしたが、農作業体験の発表や歌、感謝状を贈呈し、子供たちが収穫

した米で作った「だまこ鍋」や「おにぎり」をごちそうになったそうです。

子供たちが農作業の難しさや収穫の喜びを感じながら、水やお米の大切さも知ってもらえれば、水土里ネット

の重要性も理解していただけるかと思います。

活 動 体 制

実 施 主 体 飯田川小学校

後 援 ・ 連 携 ＪＡあきた湖東 老人クラブ 婦人会 水土里ネット飯田川

実 施 期 間 ５月14日、９月27日、11月21日

参 加 者 飯田川小学校（５年生、教職員、保護者）、老人クラブ他 70名

報 道 関 連 湖畔時報社

活 動 実 施 年 数 ２年目

連 絡 先 〒018-1502 潟上市飯田川下虻川字八ツ口64 飯田川土地改良区 TEL．018-877-3888

そ の 他

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット飯田川（川上 丈樹）

○活動の目標及び達成率 目 標 農業水利施設や水土里ネットの役割と重要性のＰＲ

達成率 50％

○活動に対する評価 ・参加が定着してきている。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｂ 記念品等によるＰＲ

①役職員・組合員の参加 Ｃ 参加が少ない ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ｄ 指導の後継者がいない ①他組織との連携構築 Ｂ 発展まではしてない

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ｃ 少しは理解されている

①基本理念の設定 Ｂ 取り組んでいる ③施設管理・地域資源の保全強化 Ｃ 少しは繋がっている

②地域の歴史等の伝承 Ｂ 手作業による ④運動の地域づくりへの関わり Ｃ 一部のみ

③運動の先駆性 Ｂ 昔の農器具を使用 ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ｂ 貢献している

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｄ 貢献まで至っていない

①運動の継続性 Ａ 継続中 ５．今後の課題等について
②運動の発展・拡大 Ｃ 広がりは薄い

③運動の計画性 Ｂ 計画的に実施

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他



12

12天王地区 【水土里ネット天王】

クリーンアップ

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット天王（桜庭 秀見）

○活動の目標及び達成率 目 標 不法投棄を減らし、捨てる人の意識改革

達成率 80％

○活動に対する評価 ・目的は、大幅に達成とは言い難いが、継続することにより徐々に減ってきていることが感
じられる。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｃ 集落の口コミが一番の効果と
なっている

①役職員・組合員の参加 Ｃ この活動は、あくまでも受益
の一地区での活動 ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ｃ
この活動は、継続していく事
を目標としているため大きく
せず小さくせずこのまま行っ
ていく

①他組織との連携構築 Ｂ 自治会と連携して活動

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ａ
ゴミはあればあるのが当たり前
になるし、常になければそれが
当たり前に感じ出している

①基本理念の設定 Ａ 承水路管理用地の美化 ③施設管理・地域資源の保全強化 Ａ 施設の景観形成という観点か
らすれば大いに関わっている

②地域の歴史等の伝承 Ｃ 歴史的要素はなし ④運動の地域づくりへの関わり Ｂ 少なからず、関わりは大きく
なっている

③運動の先駆性 Ｃ 活動は地味だが継続を目標 ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ｂ 農地･水向上対策は今年度が始
めてなので今後に期待したい

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｃ
不法投棄が減れば金額はわず
かだが賦課金の軽減に関わっ
てくる

①運動の継続性 Ａ 継続が目標の一環 ５．今後の課題等について

②運動の発展・拡大 Ｃ
あくまでも地域で行っている
ため広がりなどは目標として
いない

③運動の計画性 Ａ 不法投棄を減らす、継続する

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他

活 動 体 制

実 施 主 体 水土里ネット天王（潟上市天王土地改良区）

後 援 ・ 連 携 塩口自治分館

実 施 期 間 平成24年４月22日

参 加 者 塩口集落民80人程度

報 道 関 連 なし

活 動 実 施 年 数 １年目（Ｈ24年～）

連 絡 先 〒010-0201 潟上市天王字上江川47 潟上市天王土地改良区 TEL．018-878-3111

そ の 他

当地区は平成17年より８年間、塩口自治分館と潟上市天王土地改良区が協定締結を結び水路の管理用地のクリー

ンアップを行ってきました。

この活動を行う前は水路用地＝ゴミ捨て場のようなイメージがありましたが、自分たちでクリーンアップを行っ

ていくにあたり、粗大ゴミ、農業ゴミ（肥料袋、モミガラ）などが減ってきました。

また、参加してくれる方々の大半が御婦人でクリーンアップに参加してくれた後はその話を家庭で話題とする

ことで、不法投棄防止の啓蒙に少なからずもなっていると思われます。

また最近では、この承水路管理用地に隣接する市道はこの集落の散歩コースとなっており、クリーンアップに

参加してくれている方々が不法投棄に関する監視人的な役割を果たしていて、散歩途中に軽微なゴミがあったら

一箇所に集めるような活動も見受けられるようになりました。
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13八西地区 【水土里ネット八郎潟西部干拓】Ｈ24年度「さなえ賞」

農業水利施設見学会
国営造成施設管理体制整備促進事業の一環として払戸小学校５年生を対象に施設見学会を実施した。

バス移動の途中で農道に降りてもらい、当土地改良区が干拓によって造成された田を管理していること、周辺

から流れてくる生活排水や雨水の終末処理をしているため排水機場のポンプで八郎潟調整池に排水していること

などを説明した。次に、揚水機場、排水機場を見学し実際に調整池に排水する様子を見せた。子ども達は建物が

あることは知っていても、どういう働きをしているのか知らなかったため、改めて各施設の役割について理解し

たようだった。

その後、南部排水機場に移動し八郎潟干拓のことや排水機場の仕組みをビデオで見てから、集中制御方式の操

作室や巨大なポンプを見学した。最後に排水の様子を見た子ども達は、管から勢いよく出る水を見て驚きと喜び

の声を上げていた。

今後も農業水利施設の重要性と土地改良区の行っている維持管理について理解してもらうためにこの活動を継

続していきたいと思う。

活 動 体 制

実 施 主 体 水土里ネット八郎潟西部干拓（八郎潟西部干拓地区土地改良区）

後 援 ・ 連 携 払戸小学校、秋田地域振興局 八郎潟基幹施設管理事務所

実 施 期 間 平成24年６月26日

参 加 者 払戸小学校（生徒24名、教職員３名）八郎潟基幹施設管理事務所（２名）土地改良区役職員（８名）

報 道 関 連

活 動 実 施 年 数 ３年目（H22年～）

連 絡 先 〒010-0431 男鹿市払戸字浜1-6 八郎潟西部干拓地区土地改良区 TEL.0185-46-2174

そ の 他

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット八郎潟西部干拓（船木 友見）

○活動の目標及び達成率 目 標 農業水利施設とそれを維持管理している土地改良区について理解や関心を持ってもら
う。

達成率 60％

○活動に対する評価 ・小学校からは好評を得ており、今後もできる限り継続していきたい。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ D 運動のＰＲはしていない

①役職員・組合員の参加 B 役職員一体で取り組んでいる
が、組合員の参加も促したい ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 D 後継者を育てる工夫まではいっ
ていない ①他組織との連携構築 B 小学校と連携している

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 C 子供達を通して少しずつ深まっ
てきている

①基本理念の設定 B 推進協議会で計画を立て実施
している ③施設管理・地域資源の保全強化 C 更に努力が必要である

②地域の歴史等の伝承 C 干拓の歴史について理解され
つつある ④運動の地域づくりへの関わり C 少しずつ発展させていきたい

③運動の先駆性 C 工夫が必要である ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 E 農地・水・環境保全向上対策
は、行われていない

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 D 地域農業の振興にまで至って
いない

①運動の継続性 B 学校側の協力を得ながら継続
していきたい ５．今後の課題等について

・安全面に留意し、継続的な取り組みができるよう努力し
ていきたい。

②運動の発展・拡大 C 大きな発展までには至ってい
ない

③運動の計画性 B 推進協議会で計画を立て、小
学校と連絡を取り行っている

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他
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14井川地区 【水土里ネット井川】

学習田農業体験活動

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット井川（小林 秀昭）

○活動の目標及び達成率 目 標 農業水利施設の役割と重要性

達成率 70％

○活動に対する評価 ・行政、教育機関との連携は順調であり定着している。
・農業水利施設の役割を理解してもらうよう継続していく。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｂ 多面的機能を看板やパンフで
PR

①役職員・組合員の参加 Ｃ 役職員の意識は向上したが、
組合員までは浸透していない ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ｂ 小学生を対象に活動 ①他組織との連携構築 Ｂ
行政・教育機関と連携されて
いるが他の組織との連携まで
はいってない

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ｃ
一部の活動地域には深まって
おり、今後、全体的な啓蒙が
必要

①基本理念の設定 Ａ 取り組みが定着 ③施設管理・地域資源の保全強化 Ｃ 施設見学等での現状把握が必
要

②地域の歴史等の伝承 Ｂ 手作業により先人の苦労を体
験 ④運動の地域づくりへの関わり Ｃ 一部地域だけでなく広域的な

関わりが必要

③運動の先駆性 Ｃ 今後、更なる発展が必要 ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ｂ 委員として情報等の提供や交
換を実施

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｄ 地域農業の振興まで至ってな
い

①運動の継続性 Ａ 継続してる ５．今後の課題等について
・小学生を対象に活動しているが、今後は地域住民にも啓
発普及活動を展開していければと思う。

②運動の発展・拡大 Ｃ 全体的な広がりは薄い

③運動の計画性 Ｂ 計画的に実施されている

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他

活 動 体 制

実 施 主 体 井川小学校

後 援 ・ 連 携 井川町教育委員会 井川町農業委員会 水土里ネット井川

実 施 期 間 田植え５月24日 稲刈り10月４日 収穫感謝祭12月11日

参 加 者 井川小学校（５年生、教職員、保護者）井川町（農業委員会、教育委員会）等 延べ220名

報 道 関 連 湖畔時報社 井川広報誌

活 動 実 施 年 数 ８年目（Ｈ17年～）

連 絡 先 〒018-1512 南秋田郡井川町北川尻字海老沢樋ノ口36-2 井川町土地改良区 TEL．018-874-2105

そ の 他

今年も井川小学校５年生による学習田体験農業活動「田植え・稲刈り」が行われ、当土地改良区が21世紀創造

運動の一環として参加してから８年目に入った。

当土地改良区管理の坂本堤に隣する学習田において、井川町農業委員より苗の植え方について説明を受けた後、

型枠で苗を植える目印を付け田植え作業に入った。

ほとんどの生徒が初めての田植え作業であり、素足で入る泥の感触に悲鳴をあげながらのスタートになったが、

次第にその感触にも慣れ始め、覚束ない手つきながらも一生懸命作業を行っていた。

稲刈りでは、一部コンバインによる刈り取りも行われ、生徒がコンバインに同乗し稲刈りを体験した後、稲の

刈り方の説明を受け作業に入った。

田植えと違い泥に足を取られることもなく、泥だらけになることもなく、一束一束丁寧に黄金色に実った稲を

刈り取っていた。稲刈り作業が終わった後は、笠掛けの体験や刈り取った稲の束をコンバインまで運び脱穀まで

の作業を体験していた。

今回、毎年行われる収穫感謝祭には参加できなかったが、年間を通した体験農業活動の感想発表の後、保護者

やお世話になった方々と一緒に「みそたんぽ」を作り収穫の喜びを味わったようだ。

今後も関係機関と連携を図りながら学習体験農業活動に参加し、水土里ネットの役割や水利施設の重要性につ

いて啓発して行きたいと思う。
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15本荘薬師堂地区 【水土里ネット子吉】

「古代米の梵天で高校受験全員合格」祈願
本荘東中学校３年生による古代米の田植え稲刈り体験を実施

５月25日東中３年生132名が古代米の苗を使い、田植えを行いました。

今年の生徒会のスローガンは「∞（無限大）の力�～今こそつくれ８年目の伝説」です。

無限の力で今こそ東中を変えていこうとの思いで、今年は【POWER】という文字にしたそうです。

日々校舎から見下ろす圃場に POWERという文字が浮かび上がっていく様子を見ながら、学業・部活に頑張っ

ていたと思います。

８月31日古代米部分だけの稲刈りをし、その刈り取った稲を使って梵天を作り12月７日に寄贈しています。

梵天には高校受験合格・交通安全の願いが込められております。

活 動 体 制

実 施 主 体 本荘子吉環境保全活動組織

後 援 ・ 連 携 水土里ネット子吉

実 施 期 間 平成24年５月～12月

参 加 者 本荘東中学校３年生他（132名）

報 道 関 連 特になし

活 動 実 施 年 数 10年目（Ｈ15年～）

連 絡 先 〒015-0042 由利本荘市埋田字小舘81-16 由利本荘市子吉土地改良区 TEL．0184-22-0426

そ の 他 県奨励賞（H17）、県知事賞（Ｈ21）

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット子吉（渡辺 聡）

○活動の目標及び達成率 目 標 東中３年生全員参加

達成率 100％

○活動に対する評価 ・本荘東中学校も開校８年目となり、開校以来続いてきた田植え・稲刈りは学校行事と定着
し、生徒会が主体となってきて今後も継続していきたい。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｃ
年１回の広報で知らせる程度
に終わっているので、積極性
には欠ける

①役職員・組合員の参加 Ｂ
全組合員までは周知がはかれ
ないため積極的な参加までは
出来ない

４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ｃ
運動に参加している生徒が、
将来後継者になるかは定かで
ない

①他組織との連携構築 Ｂ
環境保全組織、改良区とは連
携が構築されているが、それ
以上の発展はない

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ｃ 水土里ネットの重要性につい
ては理解が薄いと思われる

①基本理念の設定 Ａ
東中の生徒会中心に活動に参
加してもらう
農作業を通じ将来農業に関心
を持ってもらいたい

③施設管理・地域資源の保全強化 Ｂ 農地の保全にはつながってい
ると思われる

②地域の歴史等の伝承 Ｂ
先人が苦労して農作業をして
いたとは伝わっていると思わ
れる

④運動の地域づくりへの関わり Ｂ 地域の関わりはあるが、大き
くはならない

③運動の先駆性 Ｂ
他の団体から問い合わせ等が
あれば、手本となることは可
能と思われる

⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ｂ 環境保全組織は大きく貢献し
ている

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｃ 地域農業の振興までは貢献出
来ていない

①運動の継続性 Ａ 今後も継続的に活動できる ５．今後の課題等について
・事業の継続は今後も可能であるが、地域住民への関心を
広げる努力が必要と思われる。

②運動の発展・拡大 Ｃ
授業の一貫として行っている
これ以上の発展は無理なのか
と感じる

③運動の計画性 Ｂ
毎年生徒会が中心となって計
画を立てているので、位置づ
けは出来ている

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他
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16飛 地 区 【水土里ネットにかほ】

農村環境向上対策による学校教育と連携した農業体験学習
今年度も農地・水環境保全活動組織で農村環境向上対策事業として、学校教育と連携した活動が実施されまし

た。５月23日の田植え作業は、にかほ市立金浦小学校５年生と地区活動組織会員で現在は見られない伝統的田植

え作業と農業・食料・農業水利について学び、最後に生徒から体験感想を述べてもらい秋の収穫を期待して終了

いたしました。

今年は、春先の低温・突風・夏の暑さも心配されましたが、作柄も順調に進み９月には実りの秋をむかえ稲刈

作業の計画を立てましたが、刈り取り期に連日の悪天候に見舞われ実施することができなくなり、生徒さんも楽

しみにしていたのですが、今年度は中止となりました。

その後、小学校で組織会員と農業学習交流会を開催したいということで、１月24日に組織会員に招待状が届き

「農業体験学習ライスパーティー」に10名の会員が参加し、農業関係について学びながら楽しく有意義な交流会

となりました。

最後に今年度の反省点としては、多少の悪天候でも短時間・稲刈作業を実施したかったと思いました。

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネットにかほ（須田 久）

○活動の目標及び達成率 目 標 農業体験学習を通じて農業・食料・農業施設等多面的機能の重要性

達成率 80％

○活動に対する評価 ・農業体験学習は６年目に入り充実してきている。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｂ 多様な運動はしていない

①役職員・組合員の参加 Ａ 組織体制は確立している
非農家へも浸透している ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ｂ 組織内で後継者に参加呼びか
け必要である ①他組織との連携構築 Ｂ 連携はしていない

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ｂ 理解を得ている

①基本理念の設定 Ａ 基本的な意識を持って取り組
んでいる ③施設管理・地域資源の保全強化 Ｂ 体験学習で充実させていきた

い

②地域の歴史等の伝承 Ａ 伝統的農法を実践している ④運動の地域づくりへの関わり Ａ 水土里ネットからは支援をい
ただいている

③運動の先駆性 Ｂ 他の手本になるよう実践して
いる ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ａ 組織で継続を確認している

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｂ 体験学習により地域農業への
関心を示している

①運動の継続性 Ａ 継続性を重要視している ５．今後の課題等について
１）組織会員も高齢化しているため、今後は若い会員も参加で
きるよう計画したい。

２）小学生の農業全般について、いろいろ勉強しているような
ので、組織としても農業に関する情報等を得ておく必要があ
る。（専門的な質問も出てきて回答できないものもある）

②運動の発展・拡大 Ｂ 参加者も増えている

③運動の計画性 Ａ 年間計画を立てながら実践し
ている

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他

活 動 体 制

実 施 主 体 飛地区農地・水環境保全活動組織 代表 佐藤 正春

後 援 ・ 連 携 水土里ネットにかほ・にかほ市立金浦小学校・秋田しんせい農協金浦支店・にかほ市農林水産課

実 施 期 間 平成24年５月23日～平成25年１月31日

参 加 者 田植え作業：生徒47名・組織会員14名 農業学習発表会：生徒47名 組織会員10名

報 道 関 連 にかほ市企画広報係・秋田しんせ農協金浦支店広報係

活 動 実 施 年 数 10年目（平成15年～）

連 絡 先 〒018-0311 にかほ市金浦字花潟93-1 にかほ市土地改良区 TEL．0184-74-5496

そ の 他 県奨励賞（Ｈ19）、県知事賞（Ｈ23）



17

17西目地区 【水土里ネット西目】

農業体験学習（米づくり体験）
本地区では「農業体験学習」の一連の活動として地元小学生を対象に農業用水の水質調査、二級河川西目川の

魚類生息調査、カントリーエレベーターの見学、親水公園の清掃、そして、米づくり体験を毎年実施している。

米づくり体験は小学校５年生が主体となって播種、田植え、生育観察、稲刈り、自然乾燥の各工程を実体験を

通して学習活動をしている。

田植え、稲刈り、自然乾燥は昔ながらの手作業で行ない小学生の他、幼稚園、一般関係者も一緒に活動をして

いる。又、一部機械移植をし、小学生を乗せ機械作業を実感させている。更に自然乾燥では、刈り取った稲を小

学生、幼稚園児が運搬し、棒杭による自然乾燥をしている。

体験学習田は西目小学校の近くの県道沿線に位置し、学習田はパイプラインかんがいで、農道は舗装されてお

り、作業環境も良く楽しみながら作業を進めている。又、作業時には子供の保護者も多く集まり、作業にも参加

している。

自分達の作業で収穫した貴重な自然乾燥米は、学校での試食と給食用に活用している他、西目出身の「東京ふ

るさと会」で試食用として利用している。

東京の試食会用に使用している袋には作業中の子供の写真を貼り、体験学習により収穫したふる里の米である

ことを表示しており、好評で米の消費拡大の役割を果たしている。

又、この体験学習により農業に対する関心と環境に対する関心も深まってきているので今後も継続したい。

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット西目（三浦 昭夫）

○活動の目標及び達成率 目 標 地域農業に対し関心を深める

達成率 100％

○活動に対する評価 ・屋外での活動であり天候に左右されるため小学校の授業時間の調整等、難しい面もあるが、
「農業が基幹産業である」ということに対しての関心と環境保全にも関心が深まってきた。
又、継続して実施することにより地域農業の発展に寄与できると思っている。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｂ 市の広報を活用している

①役職員・組合員の参加 Ａ 役職員、組合員以外にも非農
家参加もある ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ａ この運動に理解が出てきてい
る ①他組織との連携構築 Ａ 連携が強くなっている

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ａ 徐々に深まってきている

①基本理念の設定 Ａ 農業への関心を深めることに
主眼をおいて取り組んでいる ③施設管理・地域資源の保全強化 Ｂ 繋がりが出ている

②地域の歴史等の伝承 Ｂ 体験学習の部門毎において先
人の思いを伝えている ④運動の地域づくりへの関わり Ａ 運動が地域から期待されてい

る

③運動の先駆性 Ａ 体験学習全体の取り組みとし
てはあると思っている ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ａ 大いに貢献している

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ａ 成果が徐々に浸透してきてい
る

①運動の継続性 Ａ 今後も継続して行く ５．今後の課題等について
・天候により日程が左右されることもあるが、この活動が体型

的なカリキュラムにより学習の一課程となれば更に効果が出
てくると思われる。又、後継者の育成にも繋がると思う。

②運動の発展・拡大 Ａ 徐々に広がりが出ている

③運動の計画性 Ａ 年度当初に計画について学校
側と話し合いをしている

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他

活 動 体 制

実 施 主 体 西目環境保全活動の会

後 援 ・ 連 携 水土里ネット西目（西目土地改良）、ＪＡ秋田しんせい西目総合支店、
由利本荘市役所西目総合支所 稲作研究会、ＡＳＴ農場、西目小学校、西目幼稚園、年長児保護者

実 施 期 間 平成24年４月16日（播種）、５月15日（田植え見学）、６月26日（稲の生育観察）、９月26日（稲刈り）

参 加 者
西目環境保全活動の会５名、水土里ネット西目２名、ＪＡ秋田しんせい２名
由利本荘市役所西目総合支所３名、稲作研究会３名、ＡＳＴ農場２名
西目小学校職員４名、５年生56名、西目幼稚園職員５名、年長児57名、年長児保護者57名

報 道 関 連 由利本荘市ＣＡＴＶセンター

活 動 実 施 年 数 ３年目（Ｈ22年～）

連 絡 先 〒018-0604由利本荘市西目町沼田字西潟356-3 西目土地改良区 TEL．0184-33-4666

そ の 他 さなえ賞（Ｈ23）
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18西木地区 【水土里ネット西木】

水の大切さと地域環境を学ぼう～施設見学会～

今回で６回目となった西明寺小学校４年生との施設見学会は、10月17日の実施となった。
今年も宮田頭首工と、西明寺高区浄水場、下水処理施設の西明寺クリーンセンターを見学した。
子供たちは、宮田頭首工の説明に熱心に聞き入り、またメモをとっていた。
最初に管理事務所の中から遠隔操作で水門のゲートを調節することを知り、管理橋に上りその高さや長さ（100
㎡）、水深（２㎡）を知り、上屋機械室に入り巻上機を見た。また、取水口に溜ったゴミは、桧木内川の上流か
ら流れてきたもので、引き上げた沢山のゴミの山に驚いた様であった。
その後に自家発電機をみて、停電になっても大雨の場合にはゲートが自動で上がることを知った。
次に仙北市企業局の協力で浄水場を見学させてもらった。最初に建物の外にある取水井で地下水を汲み上げて、
建物内で濾過機や塩素で浄化して、各家庭に供給されることを知った。
最後に仙北市下水道課の協力で下水処理場を見学させてもらった。そこでは汚水を浄化するのにバクテリアが
活躍していること、そのバクテリアは家庭から流される食用油などで死んでしまうこと等を知った。
処理場で浄化された水は桧木内川に流れていく。どの施設でも、自分たちの生活には水はかけがえのないもの
で色々な人たちがその水を管理している。何気なくゴミを捨てたりして川を汚してはいけないことを知ってくれ
たと思う。また水土里ネットの役割もよく理解してくれた様である。
子供たちはそれぞれ感想文に、この見学会で「水の大切さがわかった」「水は生活の中で大切だ」「水を大切に
したい」などと書いていた。
今年もまた子供達の感想文を“水土里の郷・西木「きらきら発見」”と題し文集にして配り、各家庭で読んで

貰う様にした。仙北市広報でも大きく取り上げて連載してくれたので、この見学会が市内全域で知られるように
なったと思う。

活 動 体 制

実 施 主 体 水土里ネット西木（仙北市西木土地改良区）

後 援 ・ 連 携 西明寺小学校、仙北市役所

実 施 期 間 平成24年10月17日

参 加 者 西明寺小学校４年生（21名）先生（２名）仙北市役所（５名）土地改良区（７名）

報 道 関 連 広報ＳＥＮＢＯＫＵせんぼく

活 動 実 施 年 数 ６年（Ｈ19年～）

連 絡 先 〒014-0515 仙北市西木町門屋字漆原87 仙北市西木土地改良区 TEL.0187-47-2602

そ の 他 さなえ賞（Ｈ21）

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット西木（伊藤 長三）

○活動の目標及び達成率 目 標 小学生を対象に水土里ネットの役割と「水と環境の大切さ」を考えてもらい、各家庭
で話題にしてもらう

達成率 90％

○活動に対する評価 ・６回目となる施設見学会は、すっかり定着したように思う。真剣に説明を聞く子供達の感
想文には、「水は大切だ」「水を大切にしたい」という言葉が多かった。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｂ 広報ＳＥNＢＯＫＵに掲載さ
れる

①役職員・組合員の参加 Ｃ 役職員一体で取り組んでいる ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ｄ 後継者を育てる工夫までは行っ
ていない ①他組織との連携構築 Ａ

小学校との取り組みに市役所
の協力を得ている
広報掲載により周知されるこ
ととなった

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ｂ
子供達を通じて改良区の重要
性を家庭に伝え、広報に大き
く取り上げられて地域全般に
知られるようになった

①基本理念の設定 Ａ
施設見学会で水と環境の大切
さを、改良区の役割を子供達
が感じ、子供達から各家庭や
地域に伝えてもらう

③施設管理・地域資源の保全強化 Ｃ
改良区の管理施設を仙北市の
多くの人々に知ってもらい、
日々の管理について理解して
もらうことが出来る

②地域の歴史等の伝承 Ａ

子供達は、昔頻繁に起きた洪
水を鎮めるため人柱になった
とされる「お小夜伝説」を知
り、宮田頭首工が造られた理
由を知ることになった

④運動の地域づくりへの関わり Ｄ 今後の課題である

③運動の先駆性 Ｄ
自分たちが出来る範囲の活動
なので、特別ユニークさや先
駆性はない

⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ｃ 事務用品の調達に協力したり、
図面を提供している

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｄ 地域農業の振興まで至ってい
ない

①運動の継続性 Ａ
今年で６年目で、小学校から
は来年度の希望日時も提示さ
れている

５．今後の課題等について

②運動の発展・拡大 Ｂ
改良区の施設見学に浄水場、
下水処理場など市の施設も組
み入れている

③運動の計画性 Ｂ
子供達を通じて改良区の重要
性を、家庭や地域でも認識し
てもらう

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他
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19七滝地区 【水土里ネット七滝】

地域の用水を支える「緑のダム」

活 動 体 制

実 施 主 体 水土里ネット七滝（秋田県七滝土地改良区）

後 援 ・ 連 携 美郷町、美郷町教育委員会、秋田県仙北地域振興局

実 施 期 間 平成24年７月７日～31日

参 加 者

H24．７．７ � 秋田市・大仙市小学校高学年児童、保護者30名
H24．７．８ � 美郷町民140名
H24．７．31� 善元寺地域保全会20名、千畑南小学校・千屋小学校・仙南東小学校20名

延べ 210名

報 道 関 連 秋田県ＨＰ、水土里ネット秋田ＨＰ、美郷町ＨＰ、水土里ネット七滝ＨＰ

活 動 実 施 年 数 ５年目（H20年～）

連 絡 先 〒019-1404 仙北郡美郷町六郷字米町29 秋田県七滝土地改良区 TEL．0187-84-2137

そ の 他 さなえ賞（H22）

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット七滝（藤岡 義博）

○活動の目標及び達成率 目 標 森林と水の大切さと地域農業の関わりについて学ぶ

達成率 90％

○活動に対する評価 ・子供からお年寄りまで参加してもらったことは大きな成果である。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ A 改良区ＨＰや広報等でＰＲを
行った

①役職員・組合員の参加 A 役職員が一体となり運動に取
り組んだ ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 A 小学児童を対象とし運動を行っ
ている ①他組織との連携構築 A 県・町の協力で運動が周知さ

れた

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 A 農業用施設の理解が増した

①基本理念の設定 B 運動が確立してきている ③施設管理・地域資源の保全強化 B
水利施設の管理方法や土地改
良区の役割を理解してもらう
大変良い機会になった

②地域の歴史等の伝承 B 学校の授業にも取り入れられ
てきた ④運動の地域づくりへの関わり A 地域との関わりを大いに深め

る事が出来た

③運動の先駆性 A 子供を通じて地元住民の参加
を増やす事が出来た ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 B 啓発用品の調達や写真撮影等

を協力している

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 B 人材育成だけではなく農業生
産等にも貢献したい

①運動の継続性 A 運動が定着している ５．今後の課題等について
②運動の発展・拡大 A 世代を越えた人の広がりになっ

てきている

③運動の計画性 A 事前準備・打合せをしっかり
行った

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他

①７月７日� わくわく探訪（土地改良施設巡り）

農業水利施設の役割と用水のはたらきを理解してもらい、農業農村に接する機会の少ない児童とその保護者に

理解を深めてもらおうと、あきた食料・環境・ふるさとを考える地球人会議が主催しています。

今回は、秋田市、大仙市の小学校４年生～６年生とその保護者30名が関田円型分水工を見学しました。円型分

水工の役割と小水力発電設備について説明しました。子供たちは水から発電された電気に興味津々の様子でした。

②７月８日� '12七滝「水の森」植樹（水環境学習会）

この植樹は美郷町が主催し、七滝水源涵養保安林にて毎年行っています。当初、町内児童４年生を対象とし、

６月20日を予定していましたが、台風の影響で延期となりました。その後参加者を募った所、美郷町民140名が

集まりました。植樹前、森林学習会を行いました。森林の働きと水の関わりを説明し、参加者に植樹の重要性を

再認識してもらう大変良い機会になりました。

③７月31日� 水環境学習会（土地改良施設巡り）

農地水保全会、町内小学児童40名が参加し、土地改良施設見学会を行いました。水利施設と土地改良区の役割

を知ってもらおうと毎年行っています。自作パンフレットを作り、水はどのように作られ、流れ出てくるのかを

説明しました。見学中、一生懸命メモを取っていました。

また、炎天下の中の学習会だった為、暑さに耐えかね関田円型分水工の中に入る子供もいました。水に触れる

ことで改めて水の大切さを感じてもらう機会になりました。
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20南旭川地区 【水土里ネット南旭川】

みんな元気に川下りにチャレンジ
今年度は横手市立南小学校の６年生児童とＰＴＡの協力のもと、横手川（一級河川）でラフティング（ペット

ボトルを組合せた手作り筏）に取り組みました。ラフティングでは筏の上にメッセージボードを掲げ、普段なか

なか川で遊ぶことのない児童が、父兄の協力のもと思う存分川下りにチャレンジしていました。ラフティングの

合間には、横手川の源流の話しやこの水が普段飲み水として利用されていること、農業用水や地域用水として欠

かせない大切な資源であることなど、色々な話しを交えて児童に説明をしました。

その他に、横手川漁協共同組合のご協力により投網の実演をしていただき、目の前で魚を取り横手川の生育状

況を紹介しました。児童にとっては初めての体験ばかりで、運動を通して川をきれいにすることや、水の大切さ、

生物の尊さなどたくさんのことを学習出来たと思います。

活 動 体 制

実 施 主 体 水土里ネット南旭川（秋田県南旭川水系土地改良区）

後 援 ・ 連 携 水土里ネット秋田、横手地域資源保全隊

実 施 期 間 平成24年９月７日

参 加 者 横手市立南小学校児童 122名 同ＰＴＡ 96名、教職員 ６名、漁協共同組合 ２名、
横手地域資源保全隊 ８名、土地改良区職員 ３名 計237名

報 道 関 連

活 動 実 施 年 数 ６年目（Ｈ19年～）

連 絡 先 〒013-0060 横手市条里一丁目1-70 秋田県南旭川水系土地改良区 TEL.0182-33-7200

そ の 他 さなえ賞（Ｈ19）、県奨励賞（Ｈ19）、県知事賞（Ｈ22）、東北大賞奨励賞（Ｈ23）

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット南旭川（照井 元）

○活動の目標及び達成率 目 標 水に触れ、水資源を理解する。

達成率 90％

○活動に対する評価 ・学校教育の一環として、児童同士が協力し筏を作成し水の体験（学習）をすることが出来
たと思う。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｂ ブースを設け運動のＰＲに努
めた

①役職員・組合員の参加 Ｂ 地域の皆さんにもっと参加し
ていただく ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ａ 横手地区資源保全隊合同で取
り組んでいる ①他組織との連携構築 Ａ 今回は新たに漁協組合との連

携を図った

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ａ
回数を重ねる毎に小学校や地
域住民に理解をいただいてい
る

①基本理念の設定 Ａ 将来を担う児童の育成に努め
た ③施設管理・地域資源の保全強化 Ｂ 地域の水資源の保全、理解に

繋がった

②地域の歴史等の伝承 Ｂ 学校の恒例行事に取入れた ④運動の地域づくりへの関わり Ａ 年々関わりは大きくなってい
る

③運動の先駆性 Ａ 色々な体験を通じ児童、父兄
の反応が良かった ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ａ 資源保全隊と連携を取り事業

に取り組んでいる

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｂ
川の水が農業用水に欠かせな
いものだと、理解してもらっ
た

①運動の継続性 Ｂ 継続的な運動に取り組んでい
る ５．今後の課題等について

・見たり、触れたり、身近で感じたり、児童の思い出に残
る運動を展開していきたい。

②運動の発展・拡大 Ａ 横手市内の小学校に周り、運
動を年々広く展開している

③運動の計画性 Ａ 小学校、資源保全隊と年度計
画の立案している

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他
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21平鹿地区 【水土里ネット雄物川筋】Ｈ24年度「奨励賞」

皆瀬川に鮎の稚魚を放流－in皆瀬頭首工－

平成24年６月12日、横手市立増田小学校１年生児童（48人）による鮎の稚魚の放流が、皆瀬頭首工で行われま

した。

この活動は、学校近くを流れる皆瀬川に稚魚を放流することを通して、自然環境の大切さや生き物の尊さ、力

強さを肌で感じ取ってもらう事を目的としており、地元漁業協同組合や関係機関の協力を得て、今年で３年目を

迎えます。

当日は天候にも恵まれ、児童一人一人に稚魚の入ったバケツが手渡されると、バケツの中で元気良く飛び跳ね

る稚魚に驚きながら、体長約10㎝に育った鮎（約７千匹）を代わる代わる交替で放流しました。

放流後、小さな体で川を泳ぐ鮎の姿に子供たちは「元気に育ってね！」「美味しくなってね！」など思い思い

の声援を送っていました。

その後、施設見学会も行われ、管理棟内に展示している頭首工周辺で捕獲された昆虫の標本を興味津々に観察

していました。

入学してから初めての野外学習となったこの活動は、子供たちにとって良い思い出になったと思います。

活 動 体 制

実 施 主 体 水土里ネット雄物川筋（秋田県雄物川筋土地改良区）

後 援 ・ 連 携 東北農政局平鹿平野農業水利事業所、秋田県平鹿地域振興局農林部農村整備課
横手市産業経済部農林整備課、皆瀬川筋漁業協同組合

実 施 期 間 平成24年６月12日

参 加 者 横手市立増田小学校１年生（児童48人） 等 計80人

報 道 関 連 ＡＫＴ秋田テレビ、ＡＢＳ秋田放送、朝日新聞社

活 動 実 施 年 数 11年目（Ｈ14年～）

連 絡 先 〒013-0102 横手市平鹿町醍醐字浅舞山13-74 秋田県雄物川筋土地改良区 TEL．0182-32-2244

そ の 他 さなえ賞（Ｈ19）、県知事賞（Ｈ22）

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット雄物川筋（吉田 一則）

○活動の目標及び達成率 目 標 放流を通し、自然の大切さや生き物の尊さ、力強さを体感する。

達成率 90％

○活動に対する評価 ・まだあどけなさが残る子供たちにとって、貴重な体験を通し学べる活動となっている。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｂ
関係市の協力により、報道関
係各社等に対し活動のＰＲを
行っている

①役職員・組合員の参加 Ｃ
今後、役員等に対し参加を呼
びかけ活動の輪を広げて行き
たい

４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ｂ 若手職員を主体とした立案・
計画・実践活動を行っている ①他組織との連携構築 Ｂ 学校や関係機関、地元漁協と

の連携が構築されている

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ｄ
限られた参加者での活動となっ
ている事から、規模拡大等出
来る範囲で活動内容を見直す
必要がある

①基本理念の設定 Ｂ
放流活動を通し、自然環境の
大切さや生き物の尊さ、力強
さを感じとってもらう

③施設管理・地域資源の保全強化 Ｃ
放流を通し、環境保全に対す
る意識の向上に繋がっている
と感じる

②地域の歴史等の伝承 Ｅ ④運動の地域づくりへの関わり Ｃ
テレビや新聞等の報道により、
広く活動について理解を得て
いると思う

③運動の先駆性 Ｂ
一般的に川原などで行われる
放流をあえて施設内で行うこ
とにより、施設の持つ多面的
機能の啓発に繋がっている

⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ｅ

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｅ

①運動の継続性 Ｂ 小学校の恒例行事として位置
付けられている ５．今後の課題等について

・頭首工等の農業水利施設を学習の場として活用して頂く
ために、教育関係機関へのＰＲ活動を更に強化する必要
がある。

②運動の発展・拡大 Ｃ
限られた参集範囲での活動と
なっている事から、今後更な
る拡がりを模索したい

③運動の計画性 Ｅ

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他
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22山田地区 【水土里ネット山田五ヶ村】

山田小学校「まちたんけん学習」

活 動 体 制

実 施 主 体 水土里ネット山田五ヶ村 （雄勝郡山田五ヶ村堰土地改良区）

後 援 ・ 連 携 湯沢市立山田小学校

実 施 期 間 10月９日�、15日�

参 加 者 水土里ネット職員２名、小学生７名、先生２名

報 道 関 連 秋田県雄勝地域振興局農林部農村整備課

活 動 実 施 年 数 11年目（Ｈ14年～）

連 絡 先 〒012-0055 湯沢市山田字中屋敷139番地 雄勝郡山田五ヶ村堰土地改良区 TEL．0183-73-0438

そ の 他 東北推薦（H15）、秋田県奨励賞（H18）、農林水産大臣表彰（H18）
東北地方大賞（H19）、全国大賞（H19）

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット山田五ヶ村（倉田 一治）

○活動の目標及び達成率 目 標 小学校との連携

達成率 98％

○活動に対する評価 ・次世代を担う子ども達に、水路の大切さを感じてもらえるような内容を心がけている。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｂ 県のホームページ、水土里ネッ
ト広報誌等を活用

①役職員・組合員の参加 Ａ 積極的に参加している ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ａ 小学校の子ども達に対する出
前講座、体験学習等を推進 ①他組織との連携構築 Ａ 農地・水・環境保全向上対策

活動組織との連携

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ａ
運動の継続により土地改良施
設の多面的機能について理解
が深まっている

①基本理念の設定 Ａ 地域住民参加型の維持管理体
制の確立 ③施設管理・地域資源の保全強化 Ａ

農地・水・環境保全向上対策
活動組織との連携により、施
設の管理・保全が強化されて
いる

②地域の歴史等の伝承 Ａ 地域の偉人について出前講座
を実施 ④運動の地域づくりへの関わり Ａ

農地・水・環境保全向上対策
活動組織との連携により、地
域づくりの関わりが大きくなっ
ている

③運動の先駆性 Ａ 25年前から維持管理コンテス
トを実施 ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ａ

全ての活動組織からの事務受
託を受け、積極的に活動を推
進している

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ａ

水土里ネットとして水田農業
推進協議会、農業者大会、担
い手育成推進協議会、耕作放
棄地対策協議会の参画団体と
して意見提言を行っている

①運動の継続性 Ａ 25年前から毎年維持管理コン
テストを実施している ５．今後の課題等について

・水土里ネット管内だけでなく、広く地域住民に対する意
識啓発のための情報発信の強化（現時点では、少し情報
発信力が不足している）。

②運動の発展・拡大 Ａ 農地・水・環境保全向上対策
活動組織との連携

③運動の計画性 Ａ
地域住民参加型の維持管理体
制を確立する目標を掲げてい
る

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他

地元の湯沢市立山田小学校の協力により、生活科の校外学習の一環として「まちたんけん学習」を２回に分け

て実施しました。

内容は、地域を流れる田んぼの水はどこから来ているのか。なぜ、田んぼのあちらこちらに水路があるのかと

いった、小学校２年生が自発的に疑問に感じた項目について、パワーポイントによるスライド上映を実施しまし

た。農業水利施設の歴史や施設の果たしている役割、農業の役割、地域を潤している水がどこから流れてきて、

誰が管理しているのかということを２回の学習会で学んでもらうことができました。それぞれ子ども達から活発

な質問があり、水土里ネットについての理解や施設の重要性を学んでもらい、後日、生徒からの感想文が届けら

れ大変有意義な運動となりました。

また、以前は出前授業として水土里ネットから出向くことが多かったのですが、今回は子ども達が自ら「まち

たんけん学習」ということで水土里ネットの事務所に来てくれて、こちらで用意された内容を聞くのではなく、

自分たちが日常生活において感じた素朴な疑問を質問する学習の仕方が効果的であると感じました。今後とも創

意工夫に努めながら、水土里ネットの役割の大切さを地域住民に伝えていきたいと考えています。
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23稲川地区 【水土里ネット稲川】

21創造運動課外学習（地域とのふれあい）

管内の４小学校５年生が総合学習の一環として米作り(田植え、稲刈り、自然乾燥、）を体験をしました。５月
25日～６月４日の間にそれぞれの小学校で地域のおばあさんやおじいさん、資源保全会、水土里ネット稲川の役
員が協力し、泥んこになりながら田植え作業を体験しました。
特に川連小学校においては、今年度から稲川養護学校の子供達にも田植えと稲刈りに参加して頂き、交流を深
める事ができて本当に良かったと思います。
収穫したお米については、それぞれの学校でおにぎり等にして試食会を行いました。また駒形小学校では、今年

度も農村と稲作文化を伝えるため、地域の有志の皆さん、資源保全会、水土里ネットが協力し５年生が収穫した
稲わらを使っての「縄ない」を４年生から６年生の児童が１月25日に体験しました。特に上手に仕上がった児童の
作品は同じメンバ－の指導の下、２月14日に行われる「雪中田植え体験」でしめ縄として活用する予定です。
９月10日には、三梨小学校４年生の校外学習「ふるさとの水」で、10月２日には川連小学校４年生の社会科

「きょう土を開く」の学習のまとめとして与惣右衛門堰を実際に見学し、堰の取入口や途中の流れを見学するこ
とで先人の業績（苦労や思い）やふるさとを大切にしようとする心を育てる事を目的に水土里ネットが講師役を
努め現地で学習をしました。実際に一番難儀した蛇の崎の大岩の前では「たがねとかなづち」を使っての体験も
してもらいました。51年間もよく掘り続けたものだと感心していました。10月６日には三梨小学校の学習発表会
に招待され、４年生による「与惣右衛門堰物語」の劇を鑑賞させて頂きましたが、大変上手で感動しました。
また、今年で９回目になる「ゴミ捨て標語コンクール」には管内の５小学校、２中学校の児童、生徒から小学生
の部352点、中学生の部312点合計664点の応募がありました。優秀な作品を看板にして掲示し、ゴミ捨て防止へ
の啓発普及に努めています。

活 動 体 制

実 施 主 体 水土里ネット稲川 （稲川土地改良区）

後 援 ・ 連 携 管内小、中学校、県雄勝地域振興局農村整備課、雄勝農業共済、ＪＡこまち、
皆瀬川筋漁業協同組合

実 施 期 間 Ｈ24．５．25～Ｈ25．２．15

参 加 者 管内５小学校児童、管内２中学校生徒、父兄など延べ 540名

報 道 関 連 秋田魁新聞、ＮＨＫ、雄勝農業共済、水土里ネット稲川ＨＰ

活 動 実 施 年 数 11年目（Ｈ14年～）

連 絡 先 〒012-0105 湯沢市川連町字上平城120番地 稲川土地改良区 TEL．0183-42-2116

そ の 他 21創造運動秋田県知事賞（H18）県土連会長奨励賞（H18）東北地方奨励賞（H21）
東北地方大賞・21創造運動大賞（H22）

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット稲川（加藤 満）

○活動の目標及び達成率 目 標 「農業体験を通じて子供たちの豊かな心を育む」ため、学校と連携し各種学習会を実施

達成率 85％

○活動に対する評価 ・資源保全会等の関係者が参加することにより、学校と地域の関係も深まり、テレビ・新聞
等マスコミ等でも多く取り上げられ地域への浸透が図られた。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ａ
マスコミ（３社）外３機関へ
発信、本区ＨＰでＰＲが行わ
れた

①役職員・組合員の参加 Ａ 役員が田んぼの提供、稲作指
導に積極的に参加している ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ａ 資源保全会等の役員、構成員
に理解を呼びかけている ①他組織との連携構築 Ａ 地域・学校・各種団体との連

携が定着してきた

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ａ 子供たちを通じて父兄や地域
住民の関心が高まっている

①基本理念の設定 Ｂ 各種団体や学校との協調を図
りながら進められている ③施設管理・地域資源の保全強化 Ｂ 資源保全会との多様な関わり

が、強化に繋がってきている

②地域の歴史等の伝承 Ａ 子供たちの授業に先人の功績
について取り入れられてきた ④運動の地域づくりへの関わり Ａ

学校だより等の発信が、世代
を越えた関わりに繋がってい
る

③運動の先駆性 Ｂ 「ゴミ捨て防止標語コンクー
ル」などでエコ発信している ⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ａ 資源保全会と運動を連携させ

た効果は大きくなっている

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｂ
運動と各組織が共同できる部
分があり、間接的であるが貢
献している

①運動の継続性 Ａ 学校からの要請もあり、これ
からも継続していきたい ５．今後の課題等について

・地域資源保全会を中心にして水土里ネットの連携を進め
地域づくりに務めたい。

②運動の発展・拡大 Ｂ 地域への広がり浸透は見られ、
定着している

③運動の計画性 Ｂ 年間事業として行われてきて
いる

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他
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24羽後地区 【水土里ネットうご】

水土里の体験～稲作体験を通しての地域交流～

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネットうご（藤原 周悦）

○活動の目標及び達成率 目 標 出前授業６小学校・ふるさとを考える女性の会の実施

達成率 40％

○活動に対する評価 農作業の体験活動を通して、お米及び食について関心度が高くなった。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ④運動のＰＲ Ｂ 広報及び各農業団体と連携し、
運動のＰＲを行っている

①役職員・組合員の参加 Ｂ 積極的に取り組む事で、活動
を理解してもらっている ４．運動の成果

②後継者育成の工夫 Ｃ “田んぼの学校”で農作業体
験等を行っている程度である ①他組織との連携構築 Ｂ

各農業団体等とも連携が取れ
ており、一定の成果を得てい
る

２．活動の意味性について ②地域住民等の理解 Ｂ 農地・水・環境保全の活動を
通して、特に理解を得ている

①基本理念の設定 Ｂ 事業計画に明確に織り込んで
いる ③施設管理・地域資源の保全強化 Ｂ 上記と同様である

②地域の歴史等の伝承 Ｃ 先人達の想いを伝えているが、
子供達の反応が鈍い ④運動の地域づくりへの関わり Ｃ

農地・水・環境保全の活動を
通して、従来よりも関わりが
多くなっている

③運動の先駆性 Ｂ
女性の会での意見を、当水土
里ネットの運営に反映してい
る

⑤農地･水･環境保全向上対策への貢献 Ａ
農地・水・環境保全の活動を
通して、地域より評価を得て
いる

３．運動の継続性・発展性 ⑥地域農業振興への貢献 Ｃ 運動の内容を通して、地域の
農業振興に貢献度は薄い

①運動の継続性 Ｂ 事業計画に織り込んでおり、
継続的に運動を展開している ５．今後の課題等について

・創造運動の活動を通して、地域の方々に当水土里ネット
に対しての認知度が徐々に向上しました。今後の取り組
みとして、身の丈にあった活動内容とし地域主導型で継
続的に運動を展開していきたい。

②運動の発展・拡大 Ｂ 先人達の想いを伝えているが、
子供達の反応が鈍い

③運動の計画性 Ｂ
学校関係とも連携をとってお
り、計画を持って実施してい
る

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他

今年度より羽後町立田代小学校の全校生徒を対象に、休耕田を活用し稲作体験を通して農業の大切さと水土里

ネットの役割を学ぶことを目的に農作業の体験学習を行った。

内容として、８アール程の水田に田植えと稲刈りの２作業を行う体験学習と、独自に稲の成長観察を行うなど

意欲的に活動を行っている。また、５年生を対象に『水土里ネットの役割について』と題して出前授業を行った。

収穫したお米については、食育の授業や福祉活動等に活用されており、地域住民の方々より好評を得ている。

羽後町立西馬音内小学校の場合、ＪＡこまち農協青年部が主体となり近代的な農法の実演と食育を行うなど、

５年生の子供達に好評を得ている。また、収穫感謝祭に保護者の方々も参加し、各農業団体の活動を理解しても

らえる会となった。

「食料・環境・ふるさとを考える女性の会」と題して、管内の女性の方々を対象に農業水利施設見学と農地・

水・環境向上対策の活動報告及び県職員の方を講師に「特異な天候について」と題し講演をして頂き、その後、

水土里ネットを女性の視点から見て意見交換会を行った。この意見交換で、農業用水及び農業水利施設の重要性

を再認識したとの感想があり、水土里ネットの役割を理解してもらえた会となった。

活 動 体 制

実 施 主 体 水土里ネットうご （羽後町土地改良区）

後 援 ・ 連 携 町内２小学校、秋田県雄勝地域振興局農林部、羽後町農林課、ＪＡこまち、雄勝共済

実 施 期 間 ５月28日～11月27日

参 加 者 町内２小学校、組合員（非農家も含む）管内の女性など259名

報 道 関 連 秋田県のＨＰ（美の国秋田）、ＪＡこまち広報、雄勝共済広報等

活 動 実 施 年 数 11年（Ｈ14年～）

連 絡 先 〒012-1131 雄勝郡羽後町西馬音内字中野177番地 羽後町土地改良区 TEL.0183-62-0741

そ の 他
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11．．平平成成2244年年度度2211創創造造運運動動表表彰彰受受賞賞一一覧覧

（１）秋田県21世紀土地改良区創造運動表彰

管 内 水 土 里 ネ ッ ト 名 受 賞 名 適 用 備 考

山 本 水土里ネット能代地区 県知事賞

平 鹿 水土里ネット雄物川筋 奨 励 賞

鹿 角 水土里ネット鹿角支部 特 別 賞

（２）21世紀土地改良区創造運動東北地方大賞

都道府県 水 土 里 ネ ッ ト 名 受 賞 名
中央選考委員会
推 薦 地 区

備 考

青 森 県 水土里ネット五所川原市南部 奨 励 賞

岩 手 県 水土里ネット須川 奨 励 賞

宮 城 県 水土里ネット大倉川 大 賞 ○

秋 田 県 水土里ネット仁井田堰 奨 励 賞

山 形 県 水土里ネット白鷹町 奨 励 賞

福 島 県 水土里ネット矢吹原 大 賞 ○

（３）21世紀土地改良区創造運動大賞

都道府県 受 賞 地 区 副 題 備 考

北 海 道 水土里ネット深川 先進農業プランナー

宮 城 県 水土里ネット大倉川 地域連携サポーター

福 島 県 水土里ネット矢吹原 水の守人チャレンジャー

新 潟 県 水土里ネット川西 子どもの未来プロデューサー

滋 賀 県 水土里ネットびわこ揚水 水環境イノベーター

大 阪 府 水土里ネット木積 農空間フロンティア

宮 崎 県 水土里ネット都城市高木原 夢の農場クリエーター

鹿 児 島 県 水土里ネットひしかり 地域協働ネットワーク

（４）21世紀土地改良区創造運動「さなえ賞」

都道府県 受 賞 地 区 適 用 備 考

秋 田 県 水土里ネット八郎潟西部干拓

≪21創造運動≫

参 考 資 料



26

22．．平平成成2244年年度度「「水水土土里里レレポポーータターー」」活活動動報報告告
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水土里ネット井川

水土里ネット浜口

水土里ネットうご






